
確認結果

○交雑防止措置について 本栽培実験では、袋がけ及び除雄による交雑防止措置を行っています。花粉採集用は開
花１週間以上前に袋がけにより、それ以外は除雄による防止措置をおこなっている事を確
認しました。

○モニタリング措置について 本栽培実験では必要ありません。

○実験の種子、種苗の分別管理、野鳥等
の食害による拡散防止について

実験種子以外と区分した管理、袋等での運搬、播種後防鳥網の設置による拡散防止を実
施している事を確認しました。

○栽培実験に用いた機械施設等の洗浄
等について

一部専用機械等を使用している事、また、それ以外の機械等は、実験区画外搬出の際の
洗浄による払い落としを実施している事を確認しました。

○第１種使用規程承認作物の収穫物の
管理等について

一部収穫後、収穫物を袋詰めして保存している事を確認しました。残りの種子はほ場内で
堆肥化したことを確認しました。

○栽培実験終了後の第１種使用規程承
認作物等の処理等について

作物残渣について隔離ほ場内で堆肥化及び搬出の際の袋詰めによる搬出によりこぼれ落
ちを防止したことを確認しました。地下部は隔離ほ場内で鋤込みを実施したことを確認しま
した。

○第１種使用規程承認作物を栽培した区
画での後作の収穫物の取り扱いについて

栽培終了後、次期作に非組換えダイズの実験栽培を予定していることを確認しました。今
後、次期作の取り扱いを確認する予定です。

○計画書の公表について 平成１８年４月２１日に公表された事を確認しました。

○説明会の開催等について 説明会が平成１８年４月２８日に開催された事を確認しました。

○栽培実験の経過に関する情報提供に
ついて

説明会の開催等、本実験の経過について１０件の情報がホームページに掲載されている事
を確認しました。

○栽培実験を終了した後の情報提供につ
いて

栽培、処理終了した旨について、平成１９年６月２７日にホームページ掲載されていることを
確認しました。また、実験結果の概要が平成１９年５月２１日開催の説明会にて発表したこ
とを確認しました。

栽培実験に係
る管理体制の
整備について

○栽培実験に係る管理体制の整備につ
いて

栽培実験責任者、作業管理主任者、情報提供主任者を指名して管理体制を整備している
事を確認しました。

栽培実験に係
る情報提供に
ついて

チョウ目害虫抵抗性及び除草剤グリホシネート耐性トウモロコシ（ｃｒｙ１Ｆ，ｂａｒ，Ｚｅａ，ｍａｙｓ　ｓｕｂｓｐ．ｍａｙｓ　（Ｌ．）Ｉｌｔｉｓ）
（ＴＣ６２７５，ＯＥＣＤ　ＵＩ：ＤＡＳ-０６２７５－８）の生物多様性影響評価試験

（栽培実験期間：平成１８年度）

確認項目

交雑防止措置
について

混入・拡散防
止措置につい
て



平成１９年７月２７日撮影 平成１９年７月２７日撮影 

畜産草地研究所 隔離ほ場（その１）

平成18年10月10日（火）撮影

チョウ目害虫抵抗性及び除草剤グルホ
シネート耐性トウモロコシ （ＴＣ６２７５）

畜産草地研究所 隔離ほ場（その２）

平成18年10月10日（火）撮影

ＴＣ６２７５の除雄跡


